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世界でポリオ撲滅を目指すロータリーのライトアップ・イベント
インドでは1年間ポリオ無発生を達成。進展に拍車のかかるポリオ撲滅活動
米国イリノイ州エバンストン発（2012年2月16日）– 毎年2月、世界各地のロータリー・クラブが実施する恒例イベント、「End Polio Now（今こそポリオ撲滅のとき）」のライトアップ・イベントでは、有名建築物に「End Polio Now」のメッセージを投射し、ポリオ撲滅活動への協力を呼びかけています。
これまでポリオウィルスの温床となっていたインドでは、今年1月に1年間ポリオ無発生を達成しました。このため、今回のライトアップ・イベントは、ロータリーと世界ポリオ撲滅推進計画（GPEI）による近年の活動成果を祝うとともに、撲滅活動への引き続きの協力を求めるという重要な意味を持っています。 
ナイジェリア、アフガニスタンと並ぶ野性ポリオウィルス常在国、パキスタンでは、隣国インドでの進展を希望の光として、撲滅活動に力を注いでいます。同国では、フレア・ホール（2月17日、18日）とWAPDAハウス（2月23日、24日）の2カ所でライトアップ・イベントが予定されています。
今年はこのほかにも、東京の六本木ヒルズ（2月20日）、英国で934 年の歴史を誇るロンドン塔（2月23日）、台北（台湾）の市庁舎（2月23～25日）、メルボルン（オーストラリア）の観光名所、フェデレーション・スクエア（2月25～27日）、リオグランデ・ド・スル（ブラジル）のサン・ミゲル・ダス・ミソンイス遺跡（2月16日）、クリチバ（ブラジル）のパラシオ・カリバルジ（2月23日）にてライトアップが行われる予定です。
2011年に全世界で確認されたポリオ感染数は650件以下となっており、2010年の1,352件の半数にも満たない数です。世界ポリオ撲滅推進計画が始まった1988年には、年間35万人がポリオに感染していました。その後の撲滅活動を通じて、122カ国、20億人以上の子供たちが予防接種を受け、現在では発生件数が99パーセント減少しています。撲滅活動のおかげで、身体麻痺にならなかった人の数は500万人、ポリオで命を落とさずに済んだ人の数は25万人と言われています。
国際ロータリーのカルヤン・バネルジー会長（インド出身）は、恒例のライトアップ・イベントについて、次のように述べています。「各地のライトアップ・イベントを通じて、ロータリーは、撲滅が達成されるまでポリオとの闘いを続けることを世界に表明しています。目標達成まであと少しです。ロータリーや諸団体が協力し、ポリオのない世界が実現されるまで、予防接種活動を続けていきます。また、この恐ろしい病が再流行することのないよう、監視にも力を入れる必要があります」
継続した予防接種活動の一環として、2月には英国、オランダ、米国のロータリー・クラブ会員がインドを訪れ、現地の会員と協力して、5歳未満の子供たち数百万人を対象とした大規模な予防接種活動を行います。会員たちはそのまま現地に残り、2月25～26日に国際ロータリーとインド政府が実施するポリオ・サミットにも参加する予定です。
全世界のロータリー・クラブはこれまで、ポリオ撲滅活動に10億米ドル（約780億円相当）以上の資金を提供し、無数のボランティア時間を捧げてきました。また、撲滅を目指して、ロータリーが近年展開してきた募金キャンペーン「ロータリーの2億ドルのチャレンジ」では、ゲイツ財団から提供された3億5,500万ドルに上乗せする資金として、ロータリーが独自に2億ドル以上を集めることに成功しました。目標額の達成を受け、ゲイツ財団からさらに5,000万ドルが提供されました。最終的には6億500万ドル（約470億円相当）がポリオ感染国における予防接種活動に投じられることとなります。
ゲイツ財団共同議長を務めるビル・ゲイツ氏は、1月に発表されたメッセージの中で、「ロータリーはポリオ撲滅活動において極めて重要な中核的存在」と、その貢献を称えています。

世界ポリオ撲滅推進計画（GPEI）では、ロータリーに加え、世界保健機関（WHO）、ユニセフ、米国疾病対策センターが協同で取り組んでいます。

国際的な人道奉仕団体であるロータリーには、世界200以上の国と地域に34,000以上のロータリー・クラブがあり、120万人以上の会員がいます。職業と地域のリーダーであるロータリーの会員は、人道的奉仕活動を通じて世界をより良い場所にするために奉仕活動を行い、世界的なポリオの撲滅を組織の最優先事項としています。

ポリオの撲滅活動やその支援方法についての詳細は、ロータリーのウェブサイト（www.rotary.org/ja/serviceandfellowship/polio/pages/ridefault.aspx）ご覧ください。また、視聴覚資料はhttp://rotary.synapticdigital.com/Languages/Japaneseからダウンロードすることができます。


###
編集者ノート： 

米国中部標準時間の2月24日午前9時半（日本時間は25日午前0時半）から、インドでの達成、全世界撲滅に向けた課題や次のステップ、一般の人々がポリオ撲滅を支援する方法などをトピックとして、ツイッターでのチャットが行われます。このチャットには、国際ロータリーをはじめ、世界保健機関（WHO）、ユニセフ、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団、国連財団からも参加者が集まります。また、米国疾病対策センター（CDC）の担当者が、チャットの進行役を務める予定です。ハッシュタグ「#poliochat」を付けてこのチャットに参加することができます。
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